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	応用
	抗原情報
	背景
	Erk5 (マイトジェン活性化プロテインキナーゼ7、Big mitogen-activated protein kinase 1) は、増殖、分化、生存を含む数多くの細胞プロセスの調節に関与するMAPKスーパーファミリーのメンバーです。神経細胞では、Erk5は、NGF誘導性の神経突起伸展、神経細胞の恒常性、および生存に必要です。Erk5は、内皮細胞の移動とバリア機能の維持を介して、血管の完全性に役割を果たすと考えられています。増殖、分化、細胞生存などのさまざまな細胞プロセスで役割を果たします。MAPK7の上流活性化因子は、MAPKキナーゼMAP2K5です。活性化されると、核に移行し、MEF2Cなどのさまざまな下流ターゲットをリン酸化します。EGFは、Ras非依存的かつMAP2K5依存性の経路を介してMAPK7を活性化します。筋細胞の分化に役割を果たしている可能性があります。 MAP2K5とMAPK7は互いに特異的に相互作用し、MEK1/ERK1またはMEK2/ERK2経路とは相互作用しません。SGK1のSer-78をリン酸化しますが、これは成長因子誘導性の細胞周期進行に必須です。PML-MDM2相互作用を阻害することでp53/TP53の制御に関与します。
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	Hela 細胞溶解物中の ERK5 発現のウェスタンブロット分析。

